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2024年 9月 6日 

朝日生命保険相互会社 

社内募金（「朝日の月」醵金）の寄付について 

 朝日生命保険相互会社（社長 石島 健一郎）は、当社および関連会社役職員等による

募金（「朝日の月」醵金）を、社会福祉などの分野で活動する 10 団体へ各々54 万円（総額

540 万円）寄付いたします。 

 「朝日の月」醵金は、1958 年、当社の創立月である 7 月を「朝日の月」と定めたことを

きっかけに「生命保険事業の社会公共性に鑑み、社会事業にいささかなりとも貢献してい

く」という趣旨のもとで開始し、今年で 67回目の寄付となり、累計額は 3億 8,640万円に

上っております。 

 当社は引き続き、当社の経営理念である「まごころの奉仕」のもと、様々な社会貢献活

動を積極的に推進し、「社会の課題解決に貢献する会社、お客様の“生きる”を支え続ける

会社」を目指してまいります。 

 

＜寄付団体の選定について＞ 

 SDGsの各目標（健康、シニア、障がい者支援、児童・子育て支援、環境問題など）の達

成に向けて活動する団体を各目標に知見を持つ団体等の協力を得て選定し、活動内容等

のヒアリングを行ったうえで寄付先候補団体を 19団体に絞り込みました。 

 寄付先候補団体の活動内容、醵金の活用方法等を社内イントラで公開し、全役職員の投

票により寄付団体 10 団体を決定しました。 

 寄付団体とは当社の醵金の活用について定期的に協議を実施しています。 

 

以  上 

 

貢献する主なＳＤＧs目標 
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寄付団体一覧 

団体名 （五十音順） 活動内容 

認定 NPO 法人 

Ｊ．ＰＯＳＨ 

（日本乳がんピンクリボン運動） 

「乳がんで悲しむ人を一人でも少なく」との想いで、乳が
ん早期発見につながるブレストアウェアネスの啓発、患者
さんやご家族のサポート、患者会やピンクリボン活動を行
う団体などの支援を行っている。 

一般財団法人 

児童健全育成推進財団 

児童館活動の支援、児童文化向上のための活動などを幅
広く行っており、児童館における子どもが主体となるプ
ログラムを普及･促進し、「こどもまんなか社会」の実現
に寄与している。 

認定特定非営利活動法人 

全国こども食堂支援センター・ 

むすびえ 

「こども食堂の支援を通じて、誰も取りこぼさない社会
をつくる。」をビジョンに、こども食堂が全国のどこに
でもあり、みんなが安心して行ける場所となるよう環境
を整えるとともに、こども食堂を通じて、多くの人たち
が未来をつくる社会活動に参加できるように活動して
いる。 

特定非営利活動法人 

地球緑化センター 

「緑・人を育む」をテーマに、環境問題、農山村の過疎化
などの社会の課題に対し、市民一人ひとりが自ら考え行動
できるよう、自然や地域、人を結ぶボランティアプログラ
ムを行っている。 

特定非営利活動法人 

難民を助ける会（AAR Japan） 

国内外 16 カ国で紛争時や情勢不安時の緊急支援、難民
支援、自然災害による被災者支援、地雷・不発弾対策、
障がい者支援など、社会的に弱い立場におかれた方々へ
の支援を行っている。 

一般社団法人 

日本いのちの電話連盟 

加盟しているいのちの電話（全国 50 か所・ボランティ
ア相談員約 5900 名）では、孤独の中で苦しい思いをし
ている方々に寄り添うために電話（ナビ、フリーダイヤ
ル）、インターネット、自死遺族支援等の相談を行って
いる。 

認定特定非営利活動法人 

日本ＮＰＯセンター 

全国の民間非営利組織の基盤強化のため、ICT支援、研
修・交流、NPOに関わる法制度への提言、企業や行政と
のパートナーシップ構築などの事業を行っており、災害
時にはそれらを活かした復興支援を行っている。 

一般社団法人 

日本介護支援専門員協会 

全国の介護支援専門員のネットワークの構築や介護支
援専門員の資質の向上、その地位の確立に関する活動を
行っている。また、保健医療・福祉との連携や災害発生
時の要援護者支援を行っている。 

公益財団法人 

認知症予防財団 

認知症を心配している方や、介護に悩む家族を対象に無
料の電話相談を運営。その他、シンポジウム開催、書籍
発行などの認知症・介護に関する啓発活動を行ってい
る。 

特定非営利活動法人 
Mother‘s Tree Japan 

日本に居住する外国人女性を対象に多言語での産前産
後･子育てのサポートを行っている。また、世界の子育
てを紹介する場やママ同士の交流を通じた多文化共生
社会の実現に寄与している。 

 


